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『
年
末
は
神
棚
大
掃
除
し
て
神
札
を
新
し
く
』

早
い
の
も
の
で
も
う
師
走
と
な
り
、
氏
子
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
に
か
と
気
忙
し
く
感
じ
ら

れ
る
日
々
か
と
思
い
ま
す
。
例
年
年
末
に
は
、
神
社

か
ら
新
し
い
御
神
札
を
配
布
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
神
棚
の
整
え
方
や
御
神
札
の
順
番
等
、
以
外

に
知
ら
な
い
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
次
の
世
代
へ
の

引
き
継
ぎ
の
為
に
も
、
神
棚
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
神
棚
に
つ
い
て

ま
ず
、
「
神
棚
」
と
い
う
の
は
、
神
札
を
家
庭
で

祀
る
為
に
設
け
ら
れ
た
専
用
の
棚
の
事
で
、
通
常
皆

さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
も
の
は
、
正
式
に
は
「
宮

形
（
み
や
が
た
）
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
神
棚
は
神
さ
ま
を
お
祀
り
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

明
る
く
清
浄
な
所
に
、
神
棚
の
向
き
を
南
向
き
か
東

向
き
に
し
て
、
大
人
が
見
上
げ
る
く
ら
い
の
高
さ
に

設
け
ま
す
。
神
棚
を
お
祀
り
す
る
場
所
は
、
家
族
が

い
つ
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

神
棚
の
真
下
を
頻
繁
に
通
っ
た
り
、
二
階
の
あ
る

家
で
は
、
神
棚
の
上
を
歩
く
こ
と
に
な
る
よ
う
な
場

所
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。
二
階
建
て
家
屋
の
一
階

に
設
置
す
る
場
合
に
は
、
神
棚
の
天
井
の
部
分
に

「
雲
」
と
半
紙
に
墨
書
き
し
た
も
の
を
貼
る
慣
習
に

な
っ
て
い
ま
す
。

宮
形
に
は
、
扉
の
一
つ
だ
け
の
一
殿
式
（
一
社
造

り
）
の
物
と
、
扉
が
三
つ
あ
る
三
殿
式
（
三
社
造
り
）

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
中
に
納
め
る
神
札
の
並
べ
順
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。

②
神
札
に
つ
い
て

神
棚
に
納
め
る
神
札
は
、
そ
の
納
め
る
並
び
順
に

よ
っ
て
、
三
種
類
に
別
け
る
事
が
出
来
ま
す
。

一
番
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
通
称
「
御
伊
勢
さ
ま
」

や
「
神
宮
大
麻
（
じ
ん
ぐ
う
た
い
ま
）
」
と
呼
ば
れ

る
伊
勢
神
宮
の
「
天
照
皇
大
神
宮
」
（
内
宮
）
の
神

札
や
そ
れ
に
属
す
る
「
豊
受
大
神
宮
」
（
外
宮
）
そ

の
他
の
神
宮
の
神
札
で
す
。

二
番
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
、

一
宮*

1

（
い
ち
の
み
や
）
・
二
宮
・
三
宮
・
総
社
（
そ

う
じ
ゃ
）
と
呼
ば
れ
る
神
社
の
神
札
と
氏
神
さ
ま
・

産
土
神
社
（
皆
様
の
場
合
は
八
幡
宮
）
の
神
札
で
す
。

三
番
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
家
長
や
家
族
が
個
人
的

に
縁
が
あ
っ
て
戴
い
て
き
た
神
札
で
す
。

各
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
一
番
上
位
・
重
要
と
思
う

神
札
を
一
番
前
に
出
し
ま
す
。

宮
形
が
一
殿
式
（
一
社
造
り
）
の
場
合
に
は
、
各

グ
ル
ー
プ
順
に
、
後
ろ
に
重

ね
て
い
き
ま
す
。（
普
通
は
「
天

照
皇
大
神
宮
」
が
一
番
前
に

な
り
ま
す
。
）

三
殿
式
（
三
社
造
り
）
の

場
合
に
は
、
真
ん
中
に
一
番

目
の
グ
ル
ー
プ
。
向
か
っ
て

右
側
に
二
番
目
の
グ
ル
ー

プ
。
向
か
っ
て
左
側
に
三
番

目
の
グ
ル
ー
プ
の
神
札
を
納

め
ま
す
。

ま
た
、
個
人
で
の
祈
願
や
祈
祷
の
神
札
は
、
宮
形

の
中
に
納
め
ず
、
神
棚
の
左
側
上
に
直
接
に
並
べ
て



「
杜
乃

雫

」
は
、
明
治
～
大
正
初
め
の
頃
に
、

も
り

の

し
ず
く

八
幡
宮
よ
り
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
社
報
の
タ
イ
ト

ル
で
、
こ
の
度
、
不
定
期
刊
行
な
が
ら
復
刊
致
し
ま

し
た
。
氏
子
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
祀
り
す
る
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

基
本
的
に
は
、
毎
年
新
し
い
神
札
を
受
け
て
き
て

交
換
し
ま
す
。
毎
年
、
神
札
を
新
し
く
す
る
の
は
、

新
し
い
御
神
札
で
神
様
を
お
祀
り
す
る
こ
と
に
よ

り
、
更
な
る
ご
神
威
の
発
揚
を
願
い
、
よ
り
い
っ
そ

う
の
ご
神
徳
を
戴
く
た
め
で
す
。
出
来
れ
ば
太
陽
の

恵
み
に
例
え
ら
れ
る
神
宮
大
麻
と
、
大
地
や
住
居
を

守
護
頂
く
産
土
神
社
神
札
を
お
祀
り
頂
く
の
が
、
神

棚
祭
祀
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。
ま
た
、
古
い
神

札
は
、
一
年
間
お
守
り
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
感
謝
を

込
め
て
、
正
月
の
左
義
長
（
と
ん
ど
さ
ん
）
で
お
炊

き
上
げ
し
ま
す
。
そ
の
他
、
神
社
か
ら
の
神
札
や
御

守
り
以
外
の
お
下
り
物
（
撤
菓
・
洗
米
・
杓
子
・
福

箸
な
ど
）
は
、
神
棚
に
は
置
か
ず
適
宜
使
用
し
ま
す
。

神
棚
へ
は
、
御
米
・
御
神
酒

・
御
塩
・
御
水
を
、
折
敷
の
上

に
お
供
え
し
ま
す
。

文
面
の
都
合
上
、
簡
単
な
説

明
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
質
問
等
が
あ
れ
ば
、
神
職
に
直
接
お
聞
き
下
さ
い
。

新
年
縁
起
物
『
福
夢
寶
来
宝
船
図
』
に
つ
い
て

例
年
、
母
里
東
西
八
幡
宮

に
て
、
除
夜
歳
旦
参
拝
の

皆
様
に
、
御
籤
に
て
縁
起

物
を
お
配
り
し
て
お
り
ま

す
が
、
毎
年
の
縁
起
物
と

し
て
『
福
夢
寶
来
宝
船
図
』

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
縁
起
物
は
、
開
運
招

福
の
宝
船
図
で
、
枕
下
に
置
い
て
就
寝
し
福
夢(

吉

夢)

を
呼
び
込
み
ま
す
。
図
に
あ
り
ま
す
「
長
き
夜

の

遠
の
睡
り
の

皆
目
醒
め

波
乗
り
船
の

音
の
良

き
か
な
」
は
回
文
歌
で
、
初
夢
を
視
る
為
の
ま
ぢ
な

ひ
歌
で
す
。
今
回
も
、
大
塚
八
幡
宮
・
両
大
神
社
の

新
年
社
頭
で
頒
布
致
し
ま
す
。
ご
参
拝
下
さ
い
。

『
年
末
年
始
の
行
事
予
定
』

十
二
月
三
十
一
日

除
夜
祭

大
塚
八
幡
宮
・
両
大
神
社

東
八
幡
宮
・
西
八
幡
宮

一
月
一
日
零
時
～

歳
旦
祭

西
八
幡
宮
・
東
八
幡
宮

大
塚
八
幡
宮
・
両
大
神
社

一
月
五
日
十
四
時
～

大
年
神
神
社

左
義
長
祭

一
月
十
日
（
月
・
祝
日
）
九
時
～

厄
除
・
年
賀
祭

西
八
幡
宮

厄
除
祭
該
当
者
（
前
後
の
生
年
が
前
厄
・
後
厄
）

厄
年
（1

9

才
・
女
子
）
平
成
十
六
年
生
ま
れ
の
女
性

厄
年
（2

5
才
・
男
子
）
平
成
十
年
生
ま
れ
の
男
性

厄
年
（3

3

才
・
女
子
）
平
成
二
年
年
生
ま
れ
の
女
性

厄
年
（4

2

才
・
男
子
）
昭
和
五
六
年
生
ま
れ
の
男
性

厄
年
（6

4

才
・
男
女
）
昭
和
三
十
四
年
生
ま
れ
の
人

年
賀
祭
該
当
者

還
暦
（6

1

才
・
男
女
）
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
の
人

※
該
当
の
方
は
、
各
地
区
の
神
社
総
代
様
に
ご
確
認

戴
く
か
、
神
社
に
直
接
お
申
し
込
み
戴
け
れ
ば
、
祭

祀
の
ご
案
内
ハ
ガ
キ
を
年
明
け
発
送
致
し
ま
す
。

*
1

一
宮

飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
国
司
が
天
皇
の
代
理
で
そ
の
国
の
有
力
神

社
を
参
拝
し
た
順
序
で
、
一
宮
・
二
宮
・
三
宮
と
呼
ば
れ
た
。
ち
な
み
に

出
雲
国
一
宮
は
古
代
に
は
熊
野
大
社
の
方
が
上
位
で
一
宮
と
さ
れ
て
い
た

が
、
中
世
に
逆
転
し
、
出
雲
大
社
が
一
宮
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。


